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東日本大震災－その特質②

原発事故収束・廃炉
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福島原発災害の特質 ー複雑・多様なステークホルダー

ふるさとの復興

生活・生業再建、健康管理・食品管理

賠償

福島民報による（2014年4月1日現在）

帰還意向

（調査時期）

大熊町 双葉町 浪江町

2013/12/06 2013/12/06 2013/10/04

戻りたい 8.6 10.3 18.8

戻らない 67.1 64.7 37.5

判断できない 19.8 17.4 37.5

無回答 4.5 7.5 6.2

被災者の帰還意向 （％）

福島原発災害の特質 ーステークホルダーの分断化
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地域コミュニティの分散

放射線汚染の広がり
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図 汚染状況重点調査地域（環境省による）

図 除染特別地域（環境省による）

放射線汚染による地域区分と除染計画
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汚染地域の実情を反映した効果的な除染に関するアクション・リサーチ

Fukushima Action Research on Decontamination Operation

放射性物質に汚染された地域の実情を理解し、欧州の知見や経験を生かしつつ、
効果的な除染活動への寄与

(１) 除染に関する効果的ガバナンス
・国、県、市町村、コミュニティなど除染に係る主体間の

適切な情報共有・資金の流れ・役割分担等を提案
・効果的なガバナンスに求められる要素を明確化
・国際シンポジウム等を通じた、研究結果の国内外への

発信による信頼の醸成
・サブテーマ(2)及び(3)の成果を統合的に考察し、

各々にフィードバック

(２) 地域条件を反映した除染計画の
策定

・長期的な追加的被曝線量（1mSv/年以
下）を最も効果的に達成する除染方法に
ついて、補足的なモニタリング、欧州モデ
ルへの日本の現状の反映を通じて、日本
型除染モデルを構築する。

(３) 協働を促進する地域住民とのコミュ
ニケーション

・地域住民の信頼の醸成、合意の形成に結び
つけるべき、リスク・コミュニケーション手法を
特定の地域におけるアプローチにより確立
し、除染計画の策定や見直しの際の提言に
つなげる。

FAIRDO プロジェクト－ステークホルダーコミュニケーションと意思決定への試み

http://www.iges.or.jp/jp/fairdo/index.html （日本語） http://www.iges.or.jp/en/fairdo/index.html (English)

FAIRDO プロジェクトの提言①

「緊急対応」
システム

「除染」
システム

原発災害に対して被災地が
当事者として関わるために

FAIRDO「第2次報告」、2013.7
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FAIRDO プロジェクトの提言②

FAIRDO Project の提案
(1) 地域コミュニティにおける車座会議

・原発事故と緊急避難

・放射線汚染と「安全基準」

・避難のための地域指定

・除染と仮置き場

・健康と食品の安全性

・賠償

・居住と暮らし、地域社会

・仕事・生業の見通し

・復興の姿

・一人一人の生活を支える
・地域社会や地域の生業・産業を支える

・県
や
国
の
役
割

・専
門
家
の
役
割

・自
治
体
の
役
割

・復旧・復興に向けての課題の整理
・復旧・復興の方向と方法についての
合意形成

・制度・政策の整備と地域における協働

車座会議
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地域の合意
／

家族・個人
の選択

復興・

生活再建

賠償

健康影響

除染・

仮置き場

空間線量

食品中放
射性物質

生活再建、帰還と移住な
どの選択を支える情報

健康管理に
必要な情報

FAIRDO プロジェクトの提言

情報プラットフォーム－どんな情報が必要か
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Many thanks !
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結びにかえて


